
（別紙３）

～ 令和８年　1月　３１日

（対象者数） ５５世帯 （回答者数） ３０世帯

～ 令和８年　1月　３１日

（対象者数） ６人 （回答者数） ６人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

地域に出かけて、人との交流や様々な経験ができるような取

り組みを、少しずつ行っている。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用者や保護者にニーズがあるか、機会をみて検討・模索し

ていきたい。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービス　ぶどうの木

○保護者評価実施期間
令和７年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

令和７年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　１６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童クラブや、児童館との交流がないこと。また父母の会や兄

弟同士の交流の機会がないこと。

地域の子どもたちとの交流について、子どもたちやご家族の

ニーズがあるか、今後検討していく。

働いている保護者が多いため、父母の会などの運営は難しい。

個別療育が基本で、子ども達が主体的に活動を決めて、楽しく

過ごせていることと、支援計画の内容をご家族に理解していた

だいて安心して通所してもらっていることが大きな強みと考え

ている。

個別の関わりが必要なお子さんには個別療育を、友達と遊びた

いお子さんは小集団での活動を設定している。

また、保護者と必要に応じて連絡を取り合い、相談する体制を

作っている。

事業所における自己評価総括表公表


